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度いすをよく見て、自分の絵に足りないこ
とがないか、どうしたいのかを考えた。
それで、色を直す、手前の足と向こうが
わの足の空間を出す、木と木が組み合って
いる組み合わせとか、がんじょうな感じを
出したいとか、そんな意見が出た。そこか
ら、今日の時間のめあてが『がんじょうで
すわれそうないすにしよう』ということに
なった。
Ｉはじめに－本年度の研究の方向
昨年度、図画工作科では、追求活動の充実に
むけて、木版画を素材にして研究を進めた。
学習意欲の高まり（豊かさ）、表現を深める
技能（確かさ）、この両面が表れる授業を探っ
てきた。しかし、具体的に授業はどうあればい
いのか、ということになると、児童の表現意図
に対する教師の指導行為にしか目を向けられな
かった。
児童の思いは、「上手に描きたい｡」「自分の
思い通りに表したい｡」ということで、教師は技
術的な指導（助言・指示・演示）にとらわれて
しまった。それは、児童の欲求に答えて教師の
力を分け与える、そんな授業に陥る危険性を含
んでいたようだ。
そこで、本年度は、１時限の授業過程に視点
をあて、児童の造形表現を保障できる授業はど
うあるべきかの研究に取り組んでみた。
次の児童の感想に、私達の考える、追求活動
が充実する授業の相が見えるので紹介したい。
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けれど、目の前のいすとはちがって、ど
こか何か変だった。それがはっきりしなか
った。，
途中で、初めのめあてについてどうかと
話し合いがあった。最初、色とか空間とか
を良くしたいと言っていた人たちは、みん
な満足だと言っていた。次に組み合わせは
どうかということになったら、ほとんどの
人が分からないとか、変だとか言いだした。
４年「いす」（コンテで表す）－Ｋ子一
先週からいすの絵を描いてきた。今日、
自分の絵を見たら、木でできていて、たた
くと音がするような感じになっていない。
いちおういすの形にはなっているのだけ
れど、色も変で、すわれそうではなかった。
初め、みんなで話し合って、今日のめあ
てを決めることになった。実際に、もう－
－６７－
できる場に追い込む。
④いかす……学習後さらに、他の題材に取り組
む意欲付けをする。児童が自分の造形表現の幅
を広げたいという意欲を喚起させる。
しかし、単に過程論だけでは、追求活動が充
実した授業にならない。さらに、豊かさ・確か
さの目標にせまる追求活動が充実した授業にす
るには、③せまる段階に視点を向けなければな
らない。児童が作品に取り組む姿、追求してい
く姿が見える授業の構成である。
＜導入＞
一人ひとりの児童の造形表現の意欲をそこな
うことのない、見通しのつぐめあて（課題）を
設定することで、児童が意欲的に取り組もうと
立ち上がる場面。
＜展開＞
これまでのように、「さあ、やってみましょ
う｡｣の後、教師が個人指導に奔走するのではな
く、児童が自分の力量でめあてに近づける場面。
当然、個人指導の場面であるが、教師は児童
の追求を支えるのであって、引っぱり上げるの
ではない。
＜充実＞
児童が自分の力量で、めあてが達成できた
（達成してはいないが、つまずいている）こと
を見直す場面。つまり、個人活動をこの場面で
全体の学習集団にまとめ、本時のめあて達成の
ために､さらに造形表現を深め、高めていく場面。
＜まとめ＞
本時の学習内容をふり返り、自分の追求を確
認し、次時の造形表現の基礎にする場面。
足と足の間に木がはまっている組み合わ
せが、どんなふうにしたら良いのか、私の
絵の足の部分をどうすれば良いのか、そこ
がはっきりしなかった。
それで、先生がＹ君をあてて、黒板で説
明させた。その説明を聞いたら、やっと分
かった気になった。すぐに、うまく組み合
っていない所をいいのに直した。うまくい
った。組み合わせもしっかりしたので、や
っと、すわれてつぶれないようないすを描
けたと思った。
児童は、本時に何をするのかは知っているが
実際にどうすれば良いのかは分かっていない。
めあてが決まっても、児童は自分の考える範
囲でしか表現できない。その表現の技能につい
ても個人差がある。けれども、児童自らが本時
のめあてを達成したいという追求の姿が見える
授業を構成しなければならない。
Ⅱ追求活動の充実
追求活動が充実するためには、どうすればよ
いのかを考えると、まず、児童が追求していく
過程の見直しが必要になった。
1．追求過程から授業過程へ
まず、今までの１次、２次というような分け
方ではなく、追求の流れとして四段階にした。
各段階で教師の留意点を述べると次のようにな
る。
①であう……題材といかにであわせるか。児童
自身が題材にどんな思いを抱いているかを把握
しなければならない。
②つかむ……題材の主題の決定をさせる。自分
はどんなふうに表現したいのかをはっきりさせ、
こんなふうに表現したいという見通しを持たせ
る。
③せまる……児童の表現意図や見通しを包みこ
んだめあて（課題）を設定して、児童自ら追求
2．未知と既知の間
これまでの大きな欠点は、本時のめあてを一
方的に教師側から与えたことが多かったことで
ある。この反省を基に、本時のめあての設定の
見直しをした。
児童の造形表現を保障するためにも、教師側
の目標やねらいに近づけることだけに主眼をお
くのではなく、また、教師の技能の切り売りで
－６８－
もなく、児童の追求活動を支える教師でなけれ
ばならない。そのために、児童の追求意欲をそ
こなうことのないめあてが必要となる。「先生
の期待にそいたいから｡」「上手に表したいから、
先生の言う通りにやってみよう｡｣などでは、消
極的な追求の表れとなってしまうだろう。
このように考えてみると、導入段階では、児
童に問題意識の持たせ方を明らかにしなければ
ならなくなる。児童の表現意図を整理し、学習
集団に共通するめあて、あるいは、児童が自ら
計画'性を持って取り組めるようなめあてを、児
童とともにつくり出せれば良いのである。その
ために、児童の実態把握と題材分析が重要にな
ってくる。概して、本時のめあてが一人歩きす
るようでは、追求活動の充実は望めなくなる。
ただ、このめあてが児童の既有の知識や技能
で、簡単に表現（解決）できてしまうものであ
ってはならない。逆に、全く見通しもつかない
ものでもいけない。あくまでも、追求の糸口を
児童がつかめるものであり、追求できそうだと
いう糸□が見えるものにすべきであろう。
本時のめあてを未知とするならば、既知の上
に立って、めあてにむかって取り組んでみよう
と立ち上がれる状態（半知とする）を、未知と
既知の間ととらえ、児童を導入段階でその半知
の状態にさせるわけである。とすれば、本時の
めあては、児童が既有の知識・技能を基に、さ
らに高め、深めたいという追求意欲を持たせる
ものになってくる。
たかつたことがどれだけできたのか、まだでき
ていないことは何なのかを、はっきりさせる場
が、充実の段階である。
追求の糸口をつかんで、めあてにむかって追
求してきた児童は、未知のものが既知になった
と満足したり、未知の部分があるのだが、自分
では解決できないという状態にある。その未知
の部分を刺激することが、充実の場の設定とな
る。
その方法としては、二つ考えられる。
未知の部分に最も近い児童を教師の代弁者と
して、表現の方法を説明（演示）させる場合で
ある。（実践例１を参照）
もう一つは、教師自らが児童に、演示や助言
をする場合である。（実践例２を参照）
この二つの方法は、臨機応変で対処できなけ
ればいけないだろう。追求活動を展開している
一人ひとりの児童の状態を、教師がしっかりと
つかんでいれば、どちらをとるか選べるからで
ある。
充実の場をどう構成するか、それは、本時の
めあての設定に大きく関わってくる。また、児
童の追求の状態を把握し、充実の場を適切に設
定することで、追求活動を充実させていけるの
である。
Ⅲ実践例
１．４年「いす」（絵画・コンテで表す）
－充実の場の設定一
本題材は、見て描く絵（目的表現）であるか
ら、児童がいすを見て感じとることは、木の材
質感を色や形で表したいということになろう。
せまる段階で、本時のめあてを決める時（半
知の状態にする）、次のようにした。
児童に、いすを手で持たせ、重さやかたさを
確認させた。そして、４本の足と天板（座板)、
足と足の組み合わせなどに、再度目を向けさせ
た。いすの堅ろうさを、見て感じとってほしか
ったからだ。
3．充実の場の設定
導入段階での授業構想は明らかになったが、
充実の段階での充実の場の設定が残っている。
展開の段階での児童の意識は次のようになる
と思われる。
・これで満足だ。もうできた。
・できたことはできた。でも、何か不安。
．もっとよくしたい。でも、どうすればいいか
分からない。
このような状態にある児童に、自分の表現し
－６９－
そこで、前時までの追求してきた自分の作品
との違いから、本時は、どんないすにしたいの
かを、自分なりの考えや思いを述べさせた。
ｏダンポールでできたいすみたいだから、色で
いすのかたさを出したい。
。いすの、木と木の組み合わせをもっときちん
と表したい。
｡手前の足と、むこう側の足とくっついている
みたいになっているから、その空間を色で区
別できるようにしたい。
というような、具体的な表現技能に関係する
思いと、
ｏがんじょうないすにしたい。持ってみると重
いし、しっかりしている。すぐにこわれるい
すではないから。
というような感覚的にとらえた思いに分かれ
た。
前者は、本時の追求の糸口をつかんだ児童で
ある。後者は、糸□が見えたけれど、自分の追
求する方向が定かでない児童と言える。
ここで、本時のめあての設定が決まってくる。
なぜなら、後､「 ・ＪＴ１、j■Ｔトー｛
がんじょうで、すわれそうないすにしよう
児童は、すぐに取りかかった。ダンポールの
ような色を直そうとしたり、はみ出た部分を白
のコンテで消したりというように懸命になって
いた。足の組み合わせを、その空間をよくした
いと言った児童も、手前の色と、その奥にある
足の色の変化を出している。明るい面と暗い面
で立体感を出している。
机間巡視をしながら、児童の取り組みを見つ
めていると、「がんじょうさ」を表す色合いに
ついては、ほぼ解決したように思われた。しか
し、組み合っている木の面と面の接合の部分に
ついては、どのように表せばよいかが見つけら
れていないことに気付いた。確かに、色を見れ
ば、それぞれの「がんじょうさ」は表れている。
そのうちに、自分の思い描くいすを表そうと
追求していた児童に、なんとなく満足した様子
と、思い悩んでいる様子が感じられた。
ここで、充実の場の設定をした。二の矢を投
げたのである。
Ｓ子の場合、刀
だ立ち上がれな
い状態なのであ
る。それで、後
者の感覚的なこ
とば、「がんじ
ょうな」は、い
ったいどんなこ
となのか。それ
は具体的にどん
『……木の色も
いろいろと工夫
しました。木の
感じがでるよう
に考えて、いろ
んな色を使って
かいていきまし
た。色がだんだ
んはっきりして
きて、もういいなふうに表せば
いいのかと尋ねた。すると、
・色でかたさが表せる。
・足と足の組み合わせをきちんとすればよい。
・足と足の空間に注意して、色で表せばよい。
という見通しがはっきりと全体のものになった
のである。後者の児童も安心したようである。
本時のめあては、次のようになった。
かなあと思っていると、次のめあてがでてきま
した｡』
ほとんどの児童はＳ子のように色で追求して
いた。そして、自分なりに解決の方向にあった
から、組み合わせが表現できている子を把握し
なければならない。木と木の接合の面の表し方
ができている児童は、少数しかいなかった。
－７０－
それで、児童の活動を一時止め、本時のめあ
てについて既知になっていることを確かめた。
そこから未知の部分に気付かせることで、新た
な未知に立ち向かう状態にさせるわけである。
最初のめあてで、未知のことは、木と木の接
合の面の表し方である。
（授業を終えて）Ｔ君の感想
『今日のめあてで、ぼくは、木の材質を色で表
そうと思ってやっていった。色を重ねたり、ぬ
ったりしたのだけれど、がんじょうで、すわれ
るという感じにはならなかった。最初の下がき
の形が悪いから仕方がないなと思っていた。
左図を板書し、点線内
の表し方を２．３人の児
童にさせてみた。黒板の
前で、この児童はいろい
ろとやっている。後の児
童からは、「いや違う。
そんなふうに見えない｡」
でも、Ｙ君が
黒板に出て、足
がどんなふうに
はめこまれてい
るかを説明して
くれた時、なん
かとても自信が
わいてきたようだった。木の組み立てさえしっ
かり描ければ､形が少し悪くても、がんじょう
で、すわれるいすになるぞ、と思った。そして
その組み合わざっているところを直したら、つ
ぶれそうないすを、自分ですわれるように直し
た気分になった｡』
（授業を終えて）Ｋ子の感想
『私のかいた絵は、本物のいすより色が明るい
けれど、他の人のかいたいすは、本物と同じよ
うな色をしているので、色を工夫した方が良い
と思いました。でも、組み合っているところは
私としては、うまくいったような感じもするの
です。（中略）この絵を仕上げて、自分の絵を
じっくり見てみると、なんとなくすわってもこ
われそうにないように描けているような感じも
するのです。色・形・組み合わせの中で、一番
よく描けたのは、組み合わせで、その次は形で
す。（中略）自信はあまりありませんが、いろ
いろな組み合わせが少しうまく描けるようにな
ったので、ほんの少しだけ自信があります｡』
二人の感想から判断するならば、確かに造形
活動の中で、充実の場を設定すれば、表現技能
が高まることが分かる。さらに、表現技能がそ
れだけ高まれば、追求していく姿勢が確立し、
追求活動が充実していく。その追求の積み重ね
が、次の追求を生み出していくはずではないか
という方向が見えてきたのである。
と口々に言う。そう言った児童が自分の作品に
正確に表現しているかといえば、決してそうで
はない。見て分かるのであるが、実際にどうす
れば良いのかがつかめないのである。そこで、
Ｙ君（表現できている）を指名し～説明と演示
をさせた。
すると、後の児童は、
「なる程、そうすれば良
いのか｡」という安心の表
'情と、はやく直したいと
いう意欲を見せ出した。
ところが、一人の児童
が、次のようにつぶやい
たのである。
「手前の足に組み合っている木は、それで分か
ったんだけど、向こう側の足に手前から組み合
っている木は、どうすれば………｡」
早速、Ｙ君に演示してほしいという要望が出
た。説明の足らないところは、教師が補った。
ここまで見る目（見つける目）がはっきりして
くると、横木と足をＬ字の金具で止めてあるこ
と、横木は互い達いになって(riろととなどに気
付きだした。児童は、見る間に表'盾が変わり、
自分の作品を食い入るように見直し出した。そ
して、自然とコンテを持ち、追求し始めた。新
たな視点で、自分の作品と取り組み出したので
ある。
－７１－
２．５年「ふくらめ'」（彫塑）
－追求活動の充実一
以上の三つの点が大切である。
ほおをふくらませることや、唇をぎゅっとす
ぼめることなどは、簡単な発問ですぐにわから
せることはできる。ほおのカーブなども、さわ
らせたり、どの形が一番ぴったりくるか板書す
ることで知らせられる｡
児童は知った。しかし、すぐにまたつまずい
た。
どのくらい粘土をつけるとどのくらいの感じ
になるか、という見通しやイメージがないので
なかなか息をいつぱいに含んだほおの感じが出
て来ない。つまり、思い切った表現ができない
でいる。また、さわることで凹凸はわかっても、
凹凸で表現する方法を知らないから、唇がつく
れない。
「なんか感じが出ない｡」「唇、どうやってつ
くるんやろ｡｣そんな声が多くなった。
そこで、粘土を大きくつかんでつくって見せ
た。
－児童作文（完成後の反省文より）－
Ｍ子「……先生は、いつかＳ君の作っている顔
に、粘土一袋の半分くらいをくちやっとつけて
□の形をととのえただけ。それだけでも、本当
に感じが出ていました。私が作っているのでた
りないのは「思いきり」だったんだと思います。
前は、今よりほおが出ていませんでした。今回
は、思い切って良かったです。……」
Ｍ君「……ほっぺたは、一番重要なポイントで、
見る人の目をここに注目させるには、やはり他
のところを目立たなくして、そのほっぺたを実
物よりはるかに大きく見せると良い、と思うの
ですが、どうもねん士を思い切ってつけていけ
なくて、なかなかあの風船をふくらます時の、
ぷぐっと出ているほっぺたを作ることができま
せんでした。が、どうIとでもなれとかたまりを
くっつけてみると、かなりのもの／やはり思い
切ってやるべきだった。……」
Ｙ子「……親指の使い方を知りました。という
のは、ロの部分です。先生に口の作り方をおし
えてもらっている時でした。□びるを左右の親
「となりのおじさんや、おばさんに、パッと
見せても、何をしている顔かすぐにわかるよ
うにつくろう｡」
「より感じを出すためには、写真のように、
正確に形をつくる必要はないんだよ。粘土は
どんどん付けることができるし、取ることも
できる。みんなは自由なんだから、感じを出
すために大切なところは、大きく、もっと感
じが出るように、わっ／とつくってみよう。」
自分で風船をふくらませて、唇やほっぺたを
感じる。自分の顔をさわって凹凸を確かめる。
友だちの顔を見て調べる。その言葉かけとして
「吹〈」「ちよす（北海道の方言『さわる』の
意)」「見る」を合言葉に、追求過程でいう
「せまる」段階の授業がスタートした。
「－番大切なところからつくろう。」
児童は、風船を吹き、手の甲で顔をさわり、
友達の顔を観察している。しかし、一向にほっ
ぺたのふくらみが出て来ない。ほっぺたが充分
にふくらむ前に、唇をつくり出す児童さえいる。
それも、今でいう「たらこ唇」を。「吹く」
「ちよす」「見る」で「やれそうだ」と,思って
スタートした児童も、大きな最初の壁に気づい
たようだ。
ふう－つと吹<感じを出すためには、①ふく
らんだほお②風船をくわえるために、また、
細く長く息を出すために、ぎゅっとすぼめられ
た唇③唇を前に突き出し、その唇を頂点とし
てゆるやかにカーブしてあごに至るほおの形、
－７２－
指でおして口びるの形を作るというやり方です。
……」
－児童作文一
Ｙ子「……目というのは、どこから見ても、まるく見
えなければいけないということがわかりました。最初
に作った目は、平たくて、横から見るとへこんで見え
ました。そこで、もっとまん中を出して、まるく見え
るようにしようと思い、作ってみた。なんとなく目ぜ
んな形となり、横から見てもまるく見えるようになっ
た。目の部分でも親指を使いました。これも先生から
教えてもらいました。……」
ほっぺたと唇は、この段階で、もちろん完成
するはずはない。部分の完成は、全体の完成で
ある。児童は、最後まで、ほっぺたや唇に手を
加えた。しかし、最も大切であるこの部分の表
現のイメージと方法が明らかになり、おおよそ
の形ができた段階で、今後の児童にとって残る
大きな障壁は二つとなった。
ほおと唇にだいたい満足した児童は、黙って
いても鼻をつくり出す。そうして、目をつくり
はじめる。鼻については、個別に「小鼻がない
と息が吸えないよ｡」と指導した程度で、ほとん
ど問題はなかった。大きな障壁とは目である。
多くの児童が目に穴を開けた。まぶたや目の
玉を線で描き始めた。
大切なところを強く表すには、他のところを
自然に目立たなくしなくてはいけない。という
ことを児童に気づかせるところから目の指導が
はじまった。ほおと唇の立体感のある表現と、
線で描かれた目とは不つり合いである。穴を開
けた目は不自然である。「良いところよりおか
しいところ、下手なところの方が目につくだろ
う｡｣そんな言葉かけをした。「目の玉が頭がい
骨にポコッと入っていて、その上に、上まぶた
と下まぶたが、かぶっているんだ｡」「目は出つ
ばっている｡｣そんなことを「ちよす」「見る」
で確かめさせた。しかし、ここでも児童は知る
ことはできたが、表現するのにとまどった。す
ぐに「目のつくり方を教えてください｡」という
声があがった。そこで、再度演示した。
さて、ここまで授業が進んだ段階で、児童全
体に対する教師の指導行為は、ほとんど終わっ
たと言って良い。他の部分については、より感
じを出すために、誇張と省略の観点からの簡単
な言葉かけをして気づかせただけだった。
「頭の上にヘリコプターがとまれそうだね。
（頭が平らだね)」「耳は、立っていると目立
つよ。さわってみよう。」「頭、少林寺のよう
な人がいるけど、髪の毛ないとおかしい？」
｢おでこがないとゴリラのようだね｡」などである。
部分については、ほおや唇や目などで学んだ
表現技法を使って、いくらでも表現できる。し
かし、児童は、最後の壁に自然にぶつかってい
た。全体の調和である。
－児童作文一
Ｍ君「……さて、全体的に見ていくと、どうも頭の形
が丸すぎるような気がする。それでも、友達のものを
見ていると、みんな子どもらしい形のものは、みんな
平行四辺形に近い形になっていて、後頭部に少し丸み
をおびているのです。そこで、頭の形を直してみたの
ですが、頭だけ直すと、どうも正面からは何ともない
のですが、横、後、上から見ると、つり合いが取れな
いのです。それで、目とほっぺたを全部直してみると
－７３－
「ふくらめ／」では、予想外に、この児童相
互の学び合いの姿勢が強かった。それは、「よ
り感じを出すために」という、はっきりしたね
Ｉ
らいが、児童の中に最後まであったことと､Aそ
こへ到達するための見通しや、作品のイメージミ
や、表現の方法が、かなりはっきりとしたため
であると思われる。
－児童作文一
Ｋ君「……首のところは、ちょっと砂がついたけれど
自分では、とても満足にできたと思います。いつまで
も部屋にかざっておきたいと思いました。……」
Ｏ子「……ふくらます顔ありがとう、今までありがと
うと、ふくらんだ顔と、手と、ねん士にひとこと｡…」
授業を終えて、多くの児童が自己満足し、各
々が、そのレベルで、ねらいにせまった作品を
仕上げた。そのことに、教師自身もある程度満
足している。しかし、長時間題材であればある
ほど重要となる、児童相互の学び合いの場を、
どのように組織し、仕掛けるか、まだ偶然の部
分が多く、児童理解も含めて、研究の必要があ
るようだ。
やや肉やせしたせいか、細い顔になってしまったので、
ほっぺたに、またうんとこさともってみました。それ
と、耳の横らへんに、毛を多めにすると、意外ととっ
ぷりとふとった丸こい、いかにも風船をふくらますパ
ワーのありそうな顔になりました………｡」
これまで、主題をささえる部分の表現につい
ての全体指導と、児童の動きについてのみ述べ
てきた。しかし、児童を前に進めさせる力とな
ったのは全体指導ばかりではない。全体指導は
授業の中での節である。その間をつなぐものは
個別指導であり、児童相互の学び合いである。
「ふくらめ'」をつくる児童を、最も助けたの
は、友だちの〈助言や作品なのかも知れない。先
の、全体の調和の壁をやぶったのも、この「学
び合いの姿」であった。
－児童作文一
Ｔ子「……Ｎ君に、目のふくらみが、すこしおかしい
のじゃないかといわれて、目もやりなおしました。目
をかえると、□と不つり合いになってくるようで、あ
まり大はばにかえられませんでした。.…..」
Ｓ子「……図工というものは、一人でつくる力をつけ
るのですか。私は、みんなでつくるものだと思います。
この『ふくらめ／』の勉強でわかりました。……」 Ⅳおわりに一まとめと今後の課題
追求活動を充実させるために、今年は、追求
過程や授業過程を見なおした。特に－時間に焦
点をあて、充実の場を設けたことは、「いす」
の実践にもあるように意義深い。しかし、具体
的に、個々の題材を見ていくと、四段階の追求
過程や授業過程に、マッチしないものも出て来
た。今後は、この追求過程や授業過程に柔軟性
を持たせながら、充実の段階や、充実の場を考
えていきたい。また、図工は、一週間に一度の
授業である。導入の段階での意欲づけが、制作
活動に大きくひびく。さらに、題材との出会わ
せ方も非常に重要である。追求活動の充実とか
らめての研究が必要である。そうして、「ふく
らめ／」の実践にもあるように、児童相互の学
び合いの場を、より意図的に組織することも新
たな課題として残った。
このように、追求活動を充実させていくため
の教師の役割は、ねらいにせまるために必要な
事柄に気づかせ、気づいたが表現できぬという
ギャップに悩ませ、直接に手を下してその悩み
を克服させていく、ということにある。しかし
そればかりでなく、児童が、お互いに気づき合
い学び合って、自らの表現を高めようとする雰
囲気をつくり出してやることも重要である。
－７４－
